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妊娠中の 栄養管理 と出生前診断

1）母体の栄養状態が胎児に及ぼす影響

顯天堂大学 伊 藤 茂

　妊娠中の 母体の 栄養状態が生後の 児の 成入病発

生に影響 を与えるこ とは多 くの研究 に よ り証明さ

れ て い る ．しか し，こ の Fetal　programming の 概

念が，多 くの 成人病の 発生 リ ス ク因子の中で どれ

ほ ど関連の 強さを持 っ て い る か は十分解明されて

い ない ．また，現在 まで の 研究で Feta｝　program −

ming に伴 う成人病 の 発生は ， 男性 と比 較 し女性

では その 困果関係が乏 しい とされて い る．一方，

成人病予 防の 観点か らは HRT が注 目されて い る

が ，そ の 予 防効果 につ い て もい まだ議論がある と

ころ である．

　以上 の よ うな研究背娯か ら我々 は以葡よ り女性

ホ ル、モ ン と Fetal　programming の 関係 に つ い て

rat を用い て 研究を行 っ て きた。その 結果，雌で も

妊娠中母体低蛋 白栄養であ っ た rat で は estrogen

欠落 に よ り早期 に血 管内皮細胞障害が発現し， さ

らに こ の 血管障害は estrogen の 補充に よ り改善

され るこ とを明 ら に して きた．・一方 ， 興味ある こ

とに，こ の estrogen 補充は contro 蓋rat で は，　 es−

trogen欠落に よ る 血管内皮細胞障 害の 改善 に は

効果が認め られ な い こ とも明 らか に して きた．

　以 上の 結果は estrogen 欠落後の 成人病発 生 の

リ ス ク因子 の
一

つ に Fetal　programming も大 き

く関連 して い る可能性 を示 し，多 くの 成人病 リス

ク の うち，その 因子の 強さに よ り，HRT の 効果に

違い がある こ とを示唆 させ る結果 となっ た．

2）胎内低栄養環境 と成人病素因の 形成

早稲 田 大学胎 生 期エ ピジ ェ ネ テ ィ ッ ク 制 御研 究 所　福　　岡　 秀　興

　高血圧 ・動脈硬化 ・糖尿病 ・骨粗鬆症等の 成人

病 （生 活習慣病〉の 発症機序 として，Davld　Barker

は 「成 人病素因は胎芽期，胎児期，乳児期に低 ・

過栄養に暴露 されて 形成 され，出生後 の マ イナ ス

生活習慣の 負荷によ り成入病が発症する．」とい う

説 （成入 病胎児医発症説〉を認 唱した．そ の 後分

子機序が 次第に明 らか とな り，疾病 ・健康 の 素因

は胎児期 ・乳児期に形成され る と い う説 （Devel・

opmental 　 Origins　 of 　 Health　 and 　 Disease　l　DO −

HaD ）に発展した ．こ れ は，周産期医療で は周知

される べ き重要 な学説で ある．分子機序は 3 つ あ

り，ひ とつ は低栄養で生ずる腎臓 ネフ ロ ン や膵臓

β細胞 の 減少 等の解剖学的変化 で ある．つ い で

低
・過栄養環境で生ずる代謝系の 変化すなわ ち遺

伝子発 現制御系 （ク ロ マ チ ン 構造）の 変化が ある．

こ の 変化 は出生後 も持続 し， 胎内と出生後環境の

大 きなギ ャ ッ プに適応で きず（mismatch ），やがて

疾病を発症す る．さら に ス トレ ス 抵抗性の 低下 も
一

因で ある．

　日本の低出生体重児は
’20’04 年に 9．44％ と増加

し，平均出生体重 も減少 して い る．必要なエ ネル

ギーや葉酸等を確保で きて い る 妊婦は少な く， ホ

モ シ ス テイ ン高値例も多い ．これ は s
−
adenosylho ・

mecystein の 細胞 内高値 を 示 唆 し，　 one 　carbon

metabolism の 不全 に よ る DNA や ヒ ス ト ン の メ

チ ル 化度の 変化 （エ ピジェ ネテ T ッ ク変化）が想

定され る．以上か ら妊娠前の 栄養，妊娠中の 栄養

管理 ， 授乳期 の 母乳哺育指導等が重要で あ り，疾

病 ・健康 ・寿命が こ の 時期の 栄養環境で 決 まる こ

とが理解 され ， 次世代の 健康 を確保す る考 え方 と

し て広 まる こ とが期待され る．
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